



































































































































c (P) = L CP) . G Cめ-f:L(p)必 CP)-5 
とおくと，
ご，CP) =L' CP) .G(P) > 0 
















収益をRとすると，これらはすべて生産量 y の関数であるので， C(y)， 
P(y)， R(y)とおける。ここでR(y)=P(Y) .yより，利潤は，
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dS(P) ， 1 
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dF(S) dS(P) ， 1 

















らに低価格広の客の数をNとすると ，Nは探索者Fと非探索者 l-Fの l/k
の和であるので，
1+ (k-I) F 











dlnN N' P 号L./③ Q伊).p
d ln P- N 1 - (1 -k) H 
ここて?→p*とすると ，H→ 0，/(5)→j( 0)となり，
dlηN k-l 
一一一=一一f(0) .Q(P*) .p* 





























dlnN N' P k . /(5) . Q(P)・P
dlnP+ N 1 - H  
ここで，P→p*とすると ，H→ 0，/(5)→/(0)となり，
dlnN k-l 
一一一一一=一一f(0) .Q(P*) .p* 




わかる。ただし，f( 0) > 0とする。
p*-c' 1 
p* .， k-l E+...K云L . f( 0) .Q(P*) .p* 
(1カ
[ 1] k= 1の場合:明らかに(1カ式は(7)式に一致する。したがって p*は独占
価格である。
[II] k=2の場合:複占のケースである。右辺は 1 E+一一~一、
となり，弾力性が大きくなる分，価格は独占価格 pη より低いことが分
カミる。
[ill] k~3 ，*+∞の場合:右辺は . 1 である
が，k1くk2のとき，
E+号.L• f( 0) .Q(P*)・p*




一つの庖が値上げするとき，(口)式の右辺は 1 であり，E+f( 0) .Q(P*) .p* 
p*を境に弾力性に変化があることが分かる。この折れ曲がった需要曲
線は，均衡の不確定性を示唆する。
以下に， [1] '" [ill]のケースおよび [N]のケースの均衡を図示する。
図 2-3 図 2-4
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さらに，f( 0) = 0になるとき， [1J， [lJ， [lIJ， [NJすべてのケース













ことは，期待探索回数がk/2であることを意味する。すなわち， KCk) =k/2 
であり，


















S(P) = U(P*) -U(P) 


















るとき， (17)式の右辺は l であり，需要曲線に折
































































さらに 2-4項における [N]， 2-5項における [ilJ， [N]は，価格
分散が生じる可能性を示唆している。
寡占状態，とりわけ複占状態がより競争的であることは，例えば，次のよ
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